








Copyright (c) 2017 小川文雄
― 45 ―








 Nagoya Gakuin University 
国際金融体制における国際会計基準の意義
 The Significance of International Accounting Standards in the 


















経済動向のもと，1957年オランダの会計士Kraayenhofが第7回 IAC（International Accountants 
Congress, 国際会計士会議）で会計・監査基準の国際的統一化に向けての基礎的な調査研究の必
要性を主張したことを出発点として，その後1973年6月29日，IACに参加する主要9カ国の会
計士団体で構成された国際会計基準委員会（Ineternational Accounting Standards Committee, 略称
IASC）が設立された。さらに，紆余曲折を経て，IASCの設定した国際会計基準（Ineternational 
Accounting Standards, 略称 IAS）のコア・スタンダードが，2000年に各国の証券市場監督機関











 　そこで，次のⅡ．では，K. CamffermanとS. A. Zeffの所説1） に基づき，発展途上国での IASの
先行的遵守・普及における世界銀行の役割を検討する予定であります。 





1）  Kees Camfferman and Stephen A. Zeff, ‘Financial Reporting and Global Capital Markets. A History of the 





 　ところが，K. CamffermanとS. A. Zeffの所説によれば，この途上国での普及という状況の現出






国際復興開発銀行（International Bank for Reconstruction and Development, 略称 IBRD）と最貧国（平
均年収500ドル未満の国）に対する長期無利息の借款を IBRDよりも長期間貸し出す業務を行う
1960年設立の国際開発協会（International Development Association, 略称 IDA）を合わせた名称で
ある。とくに先進国復興が完了してからは，世界銀行は開発資金援助に特化した。その間，貧困
減少と生活改善を目的に発展途上国における民間セクターに対する投資支援や技術支援などを行
う国際金融公社（International Finance Corporation, 略称 IFC）が1956年に設立された。何れも国
連の専門機関である。 
 　周知のように，1980年代以降しばしば発生した開発途上国の債務問題に関しては，世界銀行は，




会計士連盟（International Federation of Accountants, 略称 IFAC）の国際監査・保証基準審議
会（International Auditing and Assurance Standards Board, 略称 IAASB）による国際監査基準






である  2） 。国営企業のために IASに準拠して一連の国際公会計基準（Inetrnational Public Sector 
Accouting Standards, 略称 IPSAS）を設定した IFACの公営企業委員会（Public Sector Committee, 
略称PSC）は，世界銀行から資金援助を受けている3） 。 
 　また，世界銀行の1989年度年次報告書1989 annual reportにおいて，すでに，その監査人であ
2） ibid. p. 441 




年度同報告書では世界銀行もPrice Waterhouseも IASの遵守を証言した 3） 。 
 　さらに，1995年，世界銀行は「財務会計，監査および報告ハンドブック（Financial Accounting, 

























4） ibid. p. 441 
5） ibid. p. 442 
6） ibid. p. 182 
7） ibid. p. 442 
8） FSB., Press Release,‘Declaration of G7 finance ministers and central bank governors’ October 30,1998 




構（International Association of Insurance Supervisors, 略称  IAIS ）およびバーゼル銀行監督委員会


















ゆえ，IMFの財政の透明性に関する優良慣行規定（The IMF' Code of Good Practices on Fiscal 
Transparency）の遵守や国際的に合意された通貨金融政策に関する行動規定（Code of Conduct 
on Monetary and Financial Policy）の遵守等を確約する。さらに，民営部門において，類似した














































9） Tietmeyer, Hans, ‘International cooperation and coordination in the area of financial market supervision 










 　つまり，1997 ― 8年アジア通貨危機に対応した国際金融体制の強化策の中心に，国際金融体制
の透明性の向上を据え，民営部門においても透明性の基準が必要であることから，透明性を高め
る優良慣行の基準の一つとして，国際的に合意された会計基準の開発，普及，遵守を求めている。 











法でグローバル金融体制の強化に貢献する国際金融機関（The International Financial Institutions, 
略称 IFIs）として，IMF, IBRD（World Bank）に加えBISとOECDを挙げる。続いて，監督業務
の協力および調整に影響を与える，さまざまな部門特有の国際的規制者グループおよび監督者
グループとしてBCBS，IOSCOおよび IAISを挙げる。さらに，市場のインフラストラクチャー
および機能化に関わる中央銀行の専門家グループとして，CPSS（the Committee on Payment 
＆Settlement Systems），CGFS（the Committee on the Global Financial System, 正式にはEuro-

























































































た12） 。これに対し，IAISは2000年以降も IASC（2001年より IASB）の提案する“国際保険会計基準”









Forum, 略称  FSF ，その後，2009年  G20 ロンドン・サミットで後継の金融安定理事会Financial 
Stability Board, 略称  FSB を設立）を設立した14） 。 
 　翌2000年3月，FSFは IMF，OECDおよびBCBS等の諸団体により発表された多数の諸基準か
11） Kees Camfferman and Stephen A. Zeff, op. cit., pp. 442 ― 3 
12） ibid. p. 443 
13） 2001年 9月に発行された，2000年 10月から 2001年 7月までの期間をカバーした IAISの年次報告書












14） FSB., Press Release, ‘Financial Stability Forum endorses policy actions to reduce global financial 




な金融システムのための12の重要な基準」（The 12 Key Standards for Sound Financial Systems）
を指定し，それら諸基準の実行をFSFメンバーの優先事項とした15） 。 




を超えた IASの国際的認知をもたらしたと言える。 IASCの国際会計基準もこれに含まれていた。 
 　次に記載するものは，同じ2000年の8月31日に公表されたものである16） 。なお，重要基準のリス
トは，国際レベルでの政策展開に照らして，FSBにより定期的に再検討され，改訂されることと
なっている。したがって，現在のもの17） は，「International Accountig Standards（IAS）」の部分が 
「International Financial Reporting Standards（IFRS）」と，「IASC」の部分が「IASB」となっている。 
15） Kees Camfferman and Stephen A. Zeff, op. cit., p. 443 
16） FINANCIAL STABILITY FORUM, ‘Report of  the Follow-Up Group on Incentives to Foster 
Implementation of Standards’31 Augast 2000, pp. 17 (available at http://www.fsb.org./wp-content/uploads/
r_0009.pdf) 
17） available at http://www.fsb.org./what-we-do/about-the-compedium-of-standards/key _standards/#mepolicy
Subject Area Key Standard Issuing Body
Macroeconomic Policy and Data Transparency
Monetary and financial 
policy transparency
Code of Good Practices on Transparency in Monetary and 
Financial Policies
IMF
Fiscal policy transparency Code of Good Practices in Fiscal Transparency IMF
Data dissemination Special Data Dissemination Standard/General Data 
Dissemination System
IMF
Institutional and Market Infrastructure
Insolvency Principles and Guidelines on Effective Insolvency Systems World Bank
Corporate governance Principles of Corporate Governance OECD
Accounting International Accountig Standards (IAS) IASC
Auditing International Standards on Auditing (ISA) IFAC
Payment and settlement Core Principles for Systemically Important Payment Systems CPSS
Market integrity The Forty Recommendations of the Financial Action Task 
Force on Money Combating Money Laundering
FATF
Financial Regulation and Supervision
Banking supervision Core Principles for Effective Banking Supervision BCBS
Securities regulation Objectives and Principles of Securities Regulation IOSCO










 　続くⅢ．では，1997 ― 8年のアジア通貨危機後のG7による国際金融体制の強化・改革過程での
IASの国際的認知について検討し，国際金融体制におけるG7による透明性重視の判断，G7が設
立したFSFによる IASを含んだ「12の重要な基準」設定が，証券市場の壁を超えた IASの国際
的認知をもたらしたことを明らかにした。つまり，1997 ― 8年アジア通貨危機→1998年10月3日
G7宣言→1999年2月11日Tietmeyer報告書→1999年2月20日G7コミュニケ→2000年3月健全
な金融システムのための12の重要な基準発表→2000年4月BCBSによる IAS承認→2000年5月
IOSCOによる IAS承認という当時の流れの中で，1998年10月3日G7宣言中の「IASCに対する国
際的に合意された会計基準の1999年早期までの最終決定要求，IOSCO・IAIS・BCBSによる当該
基準のタイムリーな再検討完了要求」および2000年3月の「健全な金融システムのための12の
重要な基準」発表が IASの広く国際的な認知をもたらしたことを明らかにした。 
